
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 白馬創業者支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

白馬商工会 

(TEL：0261-72-5101  FAX:0261-72-6112) 

事業区分 ⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,290,524円（うち支援金：824,000円） 

 

①移住・定住促進 

②地域活性化 

③産業の活性化 

※自己評価【B】 

【理由】 

 一部事業の変更はあったが、創

業者支援という観点では、予定し

ていた効果が得られた。もう少し、

移住・定住に力を入れた創業がで

きれば更なる効果が期待できると

考える。 

【巡回支援】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①創業した事業所への訪問指導 

 事業開始後に判断に迷う、案件が多く、案件も個者ごとに違い、課題の大小もあ

り専門的な知識が必要であるものも多かった。まずは、創業者の課題を洗い出すこ

とができた点と専門家への取次など次につながる結果を残せた。また、補助金活用

など選択肢の幅を持たせることができたことも大きな成果である。 

②創業者・創業予定者の交流会の実施 

 村内の事業者の方の参加も増え、創業予定者に有益な交流の場が形成されつつあ

る。継続して事業を実施する。 

③白馬創業塾サポート協議会専用 HP の開設 

 白馬創業塾サポート協議会専用の HP を作成。今までは、商工会の HP の創業塾

facebookを活用していた。今回明確に分けることができた。 

 

白馬創業者支援事業の事業内容は下記のとおりである。 

 

①創業した事業所への訪問指導 

 事前に訪問日を通知し、事業所を訪問。1 事業所当たり平均 1

時間の訪問。3日間で 17事業所を訪問し、経営課題をヒアリング。 

 

②創業者・創業予定者の交流会の実施 

 創業塾 1～5 期生、白馬創業塾サポート協議会、白馬村行政、

議会、村内宿泊施設支配人等を交えて 40名程度で交流会を実施。 

 

③白馬創業塾サポート協議会専用 HPの開設 

 白馬創業塾サポート協議会専用の HPを作成。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

白馬創業塾サポート協議会の設立により創業支援の体制が強化できた。また、今回の補助金を活用し白馬創業塾サポート協議

会専用の HP ができたことにより創業支援の基盤が整った。今後は、現状の仕組みの強化とともに、創業者の情報冊子などを

作成し、後進の創業者への手助けとなるような仕組みを組み立てる。 


